



























































































































































ジャーナンダ大長老（1945 年生まれ、1979 年来日）、ウー・スセンナ大長老（1954 生まれ、1987 年





















ゴダの建立当時から参拝者には、大人は 1人 100 円、子どもは 1人 50 円の護持費用を受け取ってい





























日と第４土曜日には 14:00 時から 16:30 時まで東京都新宿区で説法と瞑想、第４日曜日には 18:30 時
から 21:00 時まで東京都豊島区東池袋でアビダンマ・瞑想について在日ミャンマー人向けの説法会を
行っている。また、宿泊瞑想会は、5月及び 8月の原則として 10 日間、茨城県鉾田市の瞑想堂浄心

















































































れた組織であり、2007 年 8 月にミャンマーで起きた僧侶によるデモ（サフラン革命 Saffron	Revolution) の直後に結成
された。詳細な活動は「http://burmesemonks.org/」で閲覧できる。
3.7　南泉院にあるシュエダゴン・パコダ
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